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今
後
30
年
以
内
に
50
％
以
上
の
確
率

で
、
海
溝
型
地
震
で
あ
る
東
南
海
・
南

海
地
震
が
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、

岡
山
県
で
も
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
も
予
想
さ
れ
る
震
度
は
５
強

と
さ
れ
て
い
て
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
大

き
な
被
害
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
地
震
に
対
す
る
正
し
い

知
識
を
習
得
し
て
く
だ
さ
い
。
併
せ
て
、

地
域
で
自
主
防
災
組
織
の
結
成
も
お
願

い
し
ま
す
。
自
助
・
共
助
で
災
害
か
ら

命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
少
し
で
も
被
害
を
少
な
く
す

る
た
め
、
日
頃
か
ら
の
取
り
組
み
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ご
家
庭
の
家
具
な
ど

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
　
転
倒
防
止
な

ど
で
き
て
い
ま
す
か
？
　
各
家
庭
、
各

地
区
で
地
震
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
地
域
安
全
推
進
室
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■
災
害
時
皆
さ
ん
に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

東
南
海
・
南
海
地
震
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に

東南海・南海地震による被害想定

地震規模 想定震度 主な被害想定

昭和南海地震での被害状況
写真提供：岡山地方気象台

過去の海溝型地震　

昭和南海地震
○発生日時　１９４６（昭和２１）年

　　　　　　１２月２１日　午前４時１９分

○地震源　　和歌山県潮岬沖

○マグニチュード　Ｍ８．０

○地震動　水平方向の揺れが数分続く

○震　度　岡山県南部　震度４～６

○岡山県の被害

　・人的被害　死者５２人

　　　　　　　負傷者１６２人

　・建物被害　全壊１,２０１戸

　　　　　　　半壊２,７０７戸

　・その他　　電気通信線の破壊

　　　　　　　堤防決壊、道路損壊　など

マグニチュードＭ8.6 震度5強～6弱 ○津波襲来　○山・崖崩れ発生

○家屋の倒壊　

○液状化により建築物・道路・堤防

　の破壊　　　　　　　　　など

（※参考　阪神淡路Ｍ7.3） （岡山県南部）

　
幼
稚
園
の
統
廃
合
に
つ
い
て
、
通

学
区
域
等
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

こ
れ
ま
で
３
回
の
審
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
そ
の
間
、
牛
窓
地
域
、
玉

津
・
美
和
・
裳
掛
の
各
地
区
で
、
保

護
者
な
ど
か
ら
の
意
見
広
聴
会
を
開

催
。

　
そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
通
学

区
域
等
検
討
委
員
会
か
ら
、
幼
稚
園

の
統
廃
合
に
関
す
る
答
申
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
概
要
は
、
小
学
校
の
統
廃
合

と
ほ
ぼ
同
様
で
、

①
牛
窓
西
幼
稚
園
、
牛
窓
北
幼
稚
園

を
牛
窓
東
幼
稚
園
に
統
合
し
、
牛
窓

西
幼
稚
園
、
牛
窓
北
幼
稚
園
は
廃
園

と
す
る
。

②
玉
津
幼
稚
園
、
裳
掛
幼
稚
園
を
邑

久
幼
稚
園
に
統
合
し
、
玉
津
幼
稚
園
、

裳
掛
幼
稚
園
は
廃
園
と
す
る
。

③
美
和
幼
稚
園
を
国
府
幼
稚
園
に
統

合
し
、
美
和
幼
稚
園
は
廃
園
と
す
る
。

と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
統
廃
合
の
時
期
は
、
耐
震

化
を
は
じ
め
と
し
た
園
児
の
安
心
・

安
全
の
確
保
が
図
ら
れ
る
園
舎
の
見

通
し
を
勘
案
し
た
上
で
、
で
き
る
限

り
早
い
時
期
に
執
行
す
る
よ
う
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
答
申
を
基
に
執
行
部

で
も
検
討
を
重
ね
、
幼
稚
園
の
統
廃

合
に
つ
い
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　　
小
学
校
11
棟
、
中
学
校
10
棟
、
幼

稚
園
５
棟
、
計
26
棟
の
耐
震
診
断
は
、

夏
休
み
期
間
中
に
現
地
調
査
を
実
施

し
、
現
在
診
断
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
診
断
結
果
の
概
要
は
、
11
月

中
を
目
途
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
政
府
は
、
大
規
模
地
震
で
倒

壊
の
危
険
性
が
高
い
学
校
建
物
に
つ

い
て
、
平
成
22
年
度
末
ま
で
に
補
強

工
事
を
完
了
す
る
考
え
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
診
断

結
果
に
よ
り
、
財
政
当
局
と
協
議
の

う
え
、
構
造
耐
震
指
標
（
Ｉ
ｓ
値
）

０
・
３
未
満
の
建
物
を
最
優
先
と
し

て
、
あ
ら
た
め
て
耐
震
補
強
計
画
を

策
定
す
る
予
定
で
す
。

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
（
仮
称
）･

牛
窓
町
公
民
館
図
書
室
の
設
計
業
者

と
し
て
、　
黒
川
建
築
設
計
事
務
所

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
県
立
美
術
館･

県
立
図

書
館
を
は
じ
め
、
瀬
戸
内
市
立
美
術

館
建
設
準
備
委
員
会
や
図
書
館
司
書

な
ど
か
ら
意
見
を
も
ら
い
な
が
ら
設

計
を
進
め
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
が
隣
接
す
る
牛
窓

町
公
民
館
、
牛
窓
支
所
１
階
に
配
置

さ
れ
る
社
会
教
育
課
と
の
事
業
連
携

に
よ
り
、「
芸
術
文
化
拠
点
」「
生
涯
学

習
拠
点
」「
交
流
拠
点
」「
観
光
拠
点
」

と
し
て
の
役
割
が
実
現
で
き
、
市
民

に
親
し
み
の
あ
る
美
術
館･

公
民
館

図
書
室
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

　
邑
久
町
虫
明
地
区
に
あ
る
既
設
艇

庫
の
老
朽
化
に
よ
り
、
牛
窓
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
内
へ
新
艇
庫
建
築
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
進
捗
状
況

は
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
助
成
決
定
と
県

の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
内
用
地
の
無
償

占
用
許
可
を
も
ら
い
、
入
札
に
よ
り

工
事
施
行
業
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
12
月
25
日
の
完
成
を
目
指
し

て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
完
成
後
は
、
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
拠

点
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
、
期
待
し

て
い
ま
す
。

新艇庫が完成後は海洋スポーツの拠点になると期待さ
れる牛窓ヨットハーバー

教
育
委
員
会
部
局

幼
稚
園
の
統
廃
合
は
小
学
校
と

ほ
ぼ
同
様
に

夏
休
み
期
間
中
に
校
舎
・
園
舎

の
耐
震
診
断
を
実
施

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
（
仮
称
）･

牛
窓
町
公
民
館
図
書
室
の
進
捗
状
況

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
艇
庫
を

整
備
し
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
に

（株）
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